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要 約 

分娩後の黒毛和種繁殖雌牛にあらかじめ設定した日時に人工授精が可能な定時人工授精を実施し、一年一産に

関する試験を実施した。 

定時人工授精のホルモンプログラムは２通り設定し、各試験区16頭実施した結果、受胎率は試験区１は75.0％、

試験区２は31％であった。試験区１では分娩後の週齢ごとの受胎率は、７週齢が83.3％、８週齢が80.0％、９

週齢以降が60.0％で週齢が進むごとに受胎率が低下する傾向であった。季節性では、夏期の受胎率が他に比べ低

い傾向にあった。 

また、定時人工授精で不受胎の牛はその後も人工授精を行ったところ、試験区 1 では全て妊娠したときの 16

頭の平均空胎日数は62日、試験区2では16頭の平均空胎日数は88日であった。 

このことから、分娩後に実施する定時人工授精は、分娩後６～７週齢に試験区１のプログラムで実施すること

が望ましく、一年一産が可能であることが示唆された。 

 

緒 言 

黒毛和種の繁殖経営は、経営の安定化のため、一年一産が必要とされている。そのため、分娩後の繁殖機能の

早期回復や、早期人工授精の実施が重要となるが、明瞭な発情兆候を示さない牛の増加、高齢化、兼業農家、大

規模化による飼養頭数増加等により、発情監視時間の不足、発情発見が困難などの理由から、分娩間隔の短縮が

進んでいないのが現状である。 

 そして、一年一産するには分娩後 80 日以内に人工授精を行い、受胎する必要があるが、現在、全国平均の

空胎日数は120日、分娩間隔は約14カ月で、一年一産には至っていない。 

そこで、定時人工授精プログラムを、採卵成績向上のために当場で実施してきた採卵試験で採卵成績が良好な

ホルモンプログラム３) ４)の2方法を応用し、その受胎率などを比較検討した。 

 

材料及び方法 

 供試牛は、当場で繋養する黒毛和種で、平成18年10月～平成21年1月に分娩をした健康な繁殖雌牛延べ頭

数32頭(平均産次3.3産、平均年齢5.4歳)で、各試験区16頭とした。これらの雌牛の分娩後35～77日に定時 

人工授精試験を実施した。 

定時人工授精のためのホルモン投与プログラムは、試験区1、2共通で、0日目に膣内留置型プロジェステロン製

剤（CIDR）を膣に挿入し、安息酸エストラジオール（E2）を0.5mg投与した。7日目にCIDRを除去し、プロス 

タグランディンF2α（PG）を20mg投与した(図1)。 

１）現 香川県農政水産部畜産課、２）現 香川県西部家畜保健衛生所 

 



黒毛和種の生産技術効率化に関する定時人工授精 

香川畜試報告、44（2009）、1-4 

- 2 - 

 試験区1は、9日目の8：30に性腺刺激ホルモン放出ホルモン(GnRH)を100μg投与し、その8時間後に人工

授精を実施した。 

 試験区2は、8日目の16：30にGnRHを100μg投与し、その24時間後に人工授精を実施した。 

 なお、妊娠鑑定は、人工授精後40日目以降に超音波診断装置で実施した。 

 

図１ 定時人工授精プログラム

0日目 7日目 8日目 9日目
8:30       8:30 16:30       8:30   16:30

CIDR
● ●

試験区１○ ○ ○ ○
E2 PG GnRH AI

0.5mg      20mg    100μg

試験区２○ ○ ○ ○
E2 PG GnRH AI

0.5mg      20mg    100μg

 

 

成 績 

 定時人工授精試験を実施した結果の受胎率は、試験区1では、16頭中12頭が受胎し、受胎率は75%であった。

妊娠しなかった4頭について、その後通常の人工授精を続けていき、全て妊娠したときの16頭の平均空胎日数

は62日であった。一方、試験区2では、16頭中5頭が受胎し、受胎率は31%であった。妊娠しなかった11頭に

ついて、その後通常の人工授精を続けていき、全て妊娠したときの16頭の平均空胎日数は88日であった(表1)。 

 人工授精時の発情兆候については、尾力、外陰部などの5項目で確認した。試験区1は、発情期の兆候が見ら

れ、人工授精の適期であった。試験区2は発情後の兆候が見られ、人工授精にはあまり向いていない時期であっ

た(表2)。 

 

表１ 受胎率

試験区 受胎／試験 初回受胎率 空胎日数
（頭数） （％） (日)

1区 12／16 75 62日

2区 5／16 31 88日

 

表２ 人工授精時の発情徴候

項 目 試験区１ 試験区2

尾 力 なし あり
外陰部 充血・腫脹 なし
子宮外口 ピンク・弛緩 白・やや緊縮
膣粘液 粘液＋＋ 粘液±
子宮収縮 あり なし

 

 

 人工授精実施時期と受胎率の関係は、受胎率の良かった試験区１のみで示した。定時人工授精を実施した分娩

後の週齢ごとの受胎率は、7週齢と8週齢が80%以上と高く、9週齢以降は受胎率が下がる傾向にあった(表3)。 

 季節と受胎率の関係は、受胎率の良かった試験区１のみで示した。春、秋、冬期の受胎率は、75％以上と高か
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ったが、夏期の受胎率は25％と低い傾向であった(表4)。 

 

表３ 人工授精実施時期と受胎率
(試験区1)

分娩後週(日)数 受胎頭数／試験頭数 受胎率（％）

7週(43～49日) 5／6 83.3

8週(50～56日) 4／5 80.0

9～11週 (57～77日) 3／5 60.0

計 12／16 75.0

 

表４ 季節と受胎率
(試験区1)

季 節 受胎頭数／試験頭数 受胎率（％）

春 ４／４ 100.0

夏 １／４ 25.0

秋 ４／４ 100.0

冬 ３／４ 75.0

計 12／16 75.0

 

 

 定時人工授精と通常人工授精のコストの比較は、定時人工授精(試験区１) と通常の人工授精（AM/PM法）でコ

ストの計算をした。定時人工授精は平均空胎日数は６２日で、人工授精は１．５回であった。通常の人工授精は、

全国平均では平均空胎日数は１２０日で人工授精は２回であった。コスト計算は、ホルモン剤(獣医師の診療に

よる価格)、人工授精技術料、精液代、飼料代で行い、比較しやすいように６２日までの飼料代は０円とした。

その結果、定時人工授精の２５，９００円に対し、通常人工授精は４１，２００円と１５，３００円のコスト高

であった(表5)。 

 

表５ コストの比較

コスト 差

定時人工授精 (62日)  25,900
人工授精1.5回

通常人工授精 (120日)  41,200    ＋15,300
人工授精2回

ホルモン剤 12,400円
人工授精技術料 4,000円
精液代 5,000円
飼料代(1日間) 400円

＊条件：62日までは飼料代0円とする

 
 

まとめ及び考察 

 通常人工授精の全国平均は初回の受胎率５０％、空胎日数は１２０日に対し、試験区１は初回の受胎率７５％、

空胎日数は６２日でとても良い成績であった。他の定時人工授精の受胎率は、47.9％６）、66.7%～70.7%７）などで

あり、今回の受胎率は75％と高率であった。 

 また、試験区１の中でも、受胎率が高いのは、分娩後３４日から４７日に開始し、人工授精を４３日～５６日

(７～8週)に実施する方法であった。島田ら２）は、泌乳量が多い母牛ほど体重減少が大きいと報告している。こ

の体重減少は母体の蓄積エネルギーが影響している。つまり、子牛への母牛の泌乳が、母牛の栄養状態に影響し、

その栄養状態が受胎率の低下に関与したと推察された。また、分娩後の繁殖機能の回復は、ばらつきが大きいと

報告されている１）。本試験の結果から、受胎率が低下せず、繁殖機能が回復する時期が分娩後の7週齢頃と推察
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された。 

 高橋ら５）は、試験区1と同様のプログラムで定時人工授精を行っており、今回と同じ受胎率を得ている。この

ことから、試験区1のプログラムの定時人工授精は高率で安定した受胎率を得られることが示唆された。しかし、

高橋らは不受胎の牛の追跡調査を実施していなかった。今回、試験区 1 の不受胎牛に人工授精を続けたところ、

供試牛の全て妊娠したときの16頭の平均空胎日数は62日で、一年一産が可能であることが示唆された。 

 定時人工授精にかかる経費は、空胎日数の短縮(120日から62日へ)、人工授精回数の減少(2回から1.5回へ)

により、大幅な削減ができることが判明した。 

 しかし、問題点としては、夏期の受胎率が向上していないことである。このことから、夏期の受胎率向上には

暑熱対策などの飼養管理の改善が重要と思われた。 

 人工授精は発情発見に努めるのが基本であるが、高齢化、兼業農家、大規模化による飼養頭数増加等により、

発情発見が困難な農家には定時人工授精は非常に有効であると思われた。定時人工授精は通常の人工授精に比べ、

初回の受胎率は高く、空胎日数も短く、低コストで、一年一産も可能であることが示唆された。 
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